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静岡県では、このような流れを受け、2016 年 11 月に、県内教員養成大学、静岡県教
育委員会、浜松市教育委員会、静岡市教育委員会が協働して教員育成指標のフレームワ
ークを作成した。その後、浜松市教育委員会は、2017 年４月から、独自の教員育成協議









                             














































(1) 採用 10 年間における教員の成長機会の分析 
教員自身にとっての大きなターニングポイント（節目や転機、分岐点）の場面を明ら
かにし、採用 10 年間の教員の成長像を分析する。 





  教育委員会、小中学校と大学が連携し、採用 10 年間における教員の成長の状況を、(1)
に示す内容で調査する。そして、調査内容を、(2)に示すようにテキストを分析し、採用
10 年間における教員への有効な支援を明らかにする。 
 (1) 調査内容 
  ア タイトル 「教員の成長過程に関する調査」 
  イ 調査日   2017 年 10 月 26 日～2017 年 11 月 15 日 
  ウ 対象者   浜松市立小学校教員（５年経験者研修対象者 91 人、中堅教諭等資質
向上研修対象者 67 人） 
(2) 調査結果の分析 
ア 調査方法  設問に対する自由記述による調査 
イ 本調査に関係する設問 
①「あなた自身の成長のターニングポイントとなった場面を教えてください。」 
     「どんな場面で、どんな成長を感じましたか。500 字程度でお答えください。」 
②「①で、今振り返ると御自身の努力以外に、どんな環境や支援がありましたか。
500 字程度でお答えください。」 










なった場面」の要因が示されている。語の出現回数は、「子供 56、感じる 33、自分 28、













































































































 (1) 採用10年間の教員の成長機会の整理 
 採用５年間における教員の成長については、以下のように整理できる。（pp. 92-95） 
（ア）  教員は、「学級」という場を中心とした「子供」の「指導」を通して成長していく。 
（イ） 「授業」は、教員の成長にとって、重要な要素である。 
（ウ）  教員自らが、「力」や「成長」を「感じる」ことが重要である。 







（カ）  教員は、「子供」を育てる「授業」によって、成長していく。 
（キ）  教員は、「主任」といった役割によって、成長していく。 
（ク）  教員は、「学級」、「学年」、「学校」へと次第に「視野」を広げ、成長していく。 




























    
７ 成果と課題 
教員は、日々の教育実践とともに成長する。しかし、その成長像は一定ではなく、また
一人一人の教員によっても異なることが推察される。今回、教員自身のターニングポイン
ト（節目や転機、分岐点）になった場面を調査すれば、個々の教員の「成長機会の設定の
仕方」や「教育実践に取り組む過程における指導・支援の在り方」を明らかにしていくこ
とができると考え取り組んできた。 
本調査によって、教員自身にとっての大きなターニングポイントの場面を明らかにする
ことにより、採用10年間における教員の成長機会が明らかになってきた。教員は、日々の
教育実践における「子供」の「指導」を通して成長していく、一方、経験年数を積むとと
もに学校内における「立場」や「仕事」が変わり、視野が拡大し教員としての資質・能力
も広がっていく。 
  
一方、採用10年間における教員の成長機会を明らかにすることで、管理職が個々の教員
に果たすべき意図的な指導・支援方法を共有しようと試みた。教員の成長は、様々である
が、「浜松版教員育成指標」における基礎期の教員には、身近な学年を中心にしながら育成
する仕組みが重要であり、向上期の教員には、教員個々の力量を見ながら、成長の機会を
与えることが大切であり、組織的な指導・支援が大きな成長となることが分かってきた。 
管理職は、分掌や仕事の機会、それを実践する組織的な環境そのものが個々の教員の成
長に大きな影響を与えることを、これまで以上に自覚する必要がある。 
今後は、「浜松版教員育成指標」に示される、「充実・発展期」、「深化・貢献期」の教員
の成長について研究を行う必要があると考えている。教員育成指標に示されている全ての
教員を対象にした研究を行うことにより、教員の全体的な質の向上を図ることができるか
らである。 
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